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第２次安曇野市観光振興ビジョン 策定の趣旨と流れ 

 

１ はじめに 

 安曇野市では、平成 25 年３月に、中長期的な観光振興方針を示した「安曇野市観

光振興ビジョン」（以下、前ビジョン）を策定しました。策定以降、本市の観光を取り

巻く情勢は大きく変化し、また前ビジョンの計画期間も令和５年３月で終了を迎える

ことから、このたび「第２次安曇野市観光振興ビジョン」（以下、本ビジョン）を策定

します。 

 本ビジョンの策定にあたっては、同じく本年度策定を進めている「第２次安曇野市

総合計画 基本構想・後期基本計画」や、関連する諸計画とも整合性を図り、観光政策

をめぐる国内外の情勢、国・県等の方向性、市の現状等を踏まえた上で、観光振興に

向けた長期的（10 年間）な方向性・施策の枠組みや重点を置くべき点などを「ビジョ

ン」として定め、その実現に向けた具体的な取り組み内容を「前期アクションプラン」

として策定します。 

 

２ 位置づけと役割・期間 

■ 安曇野市総合計画に基づく観光分野の「個別計画」 

 

 

■ 「安曇野市総合計画 基本構想・後期基本計画」や関連する諸計画との整合性を図

り、観光政策をめぐる国内外の情勢、国・県等の方向性を踏まえる 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

安曇野市 

第２次 安曇野市観光振興ビジョン（本ビジョン） 

第２次 安曇野市総合計画 
基本構想 前期基本計画 H30～R4 
基本構想 後期基本計画 R5～R9 

・国土強靱化計画 
・土地利用、都市計画 
・他産業の計画 
・ほか、各分野の計画等 

 

◆国際的な方向性（組織機関） 

・国連(SDGs など) 
・ＵＮＷＴＯ（国連世界観光機関） 
・日本政府観光局（ＪＮＴＯ） など 

 

◆国・県等の方向性（主な計画等） 

・観光立国推進基本計画（閣議決定） 
・明日の日本を支える観光ビジョン（観光庁） 
・長野県観光戦略 2018（長野県） など 
 

◆全市的な計画               ◆諸計画 

整合・連携 



■ 観光振興に向けた長期的（10 年間）な方向性・施策の枠組みや重点を置くべき点

などを「ビジョン」として定め、その実現に向けた具体的な取り組み内容を「前期

アクションプラン」として策定します。 

 

 

３ ビジョン策定にあたっての基本的な方針 

■ 前ビジョンの理念の継承 

 

 

■ 前ビジョンの課題・反省を生かす（＝高い実効性の担保） 

 

 

 

 ・ビジョンを実現、達成するための具体的な行動計画（アクションプラン）を定める 

 ・ビジョンを推進する体制や方法を確立する 

 ・ビジョンの進捗や達成状況を管理し点検・評価する機能や、指標（KGI・KPI）を定める  

 

■ 世界・本国の情勢、話題を踏まえる 

 ・ＳＤＧｓへの貢献 

  ＪＮＴＯ（日本政府観光局）「SDGs への貢献と持続可能な観光（サステナブル・ツー

リズム）の推進の推進に係る取組方針」を策定（R3/6）、観光庁・ＵＮＷＴＯ（国連世

界観光機関）駐日事務所は「日本版 持続可能な観光ガイドライン」を発行（R2/6） 

 ・アフターコロナ 

観光庁「アフターコロナ時代における地域活性化と観光産業に関する検討会」最

終取りまとめ（R4/5/31）→「稼げる地域・稼げる産業の実現」 

・観光関連事業者だけが取り組むものではなく、観光関連事業者や、

市民や農林漁業者をはじめとしたすべての産業の事業者、行政が

連携・協働すること。 

・来訪者には安曇野の魅力を伝え豊かな旅を提供し、私たちは地域

資源の磨き上げや来訪者との交流を通じて豊かな生き方を実現す

ること。 

実効性 ＝ 実現性 ＋ 有効性 ＋ 効率性 



■ 新たな要素、市の主要施策を取り入れる 

 ・アドベンチャートラベル        ・インバウンド    

 ・山岳観光                 ・シェアサイクル 

 ・フィルムコミッション機能の充実  ・●●（アウトドア、アニメ、映画）の聖地 

 

■ 「第２次安曇野市総合計画 基本構想・後期基本計画」（策定中）との整合及び連動 

  ・「２ 魅力ある産業を維持・創造するまち」 

→ 地域独自の観光資源の活用、戦略的な観光プロモーション 

 

■ 統計情報に基づく現状と課題の整理・分析、将来像の設定とターゲッティング 

 

４ 策定体制 

■ 策定検討委員会 

 ・本ビジョンの策定に向けて必要な事項を検討するために設置します。 

 ・アドバイザーとして、長野県観光機構に参加いただくほか、必要に応じて市内外

の有識者を招へいし、多様な意見・情報を踏まえた議論の深化を図ります。 

 

５ スケジュール（予定） 

日程 時間 内容（予定） 

令和４年３月  公募委員の募集（～４月中旬） 

令和４年５月  市民・市内事業者アンケートの実施（～６月下旬） 

令和４年７月 14 日（木） 13 時 30 分～ 
第１回策定検討委員会 委員委嘱、概要説明、 
                      アンケート結果（速報）発表 

令和４年８月５日（金） 10 時 30 分～ 
第２回策定検討委員会 アンケート分析の発表、 
                      課題と特徴の整理、ビジョン方針検討 

令和４年９月８日（木） 15 時 00 分～ 
第３回策定検討委員会  基本戦略・施策体系の検討、 
                      目標（KGI）設置の検討 

令和４年 10 月３日（月） 13 時 30 分～ 
第４回策定検討委員会 重点プロジェクト・ＡＰ施策展開・ 
                      目標（KPI）設定の検討 

令和４年 11 月 11 日（金） 13 時 30 分～ 
第５回策定検討委員会 推進体制、点検・評価体制の検討、 
                      ビジョン・ＡＰ（案）承認 

令和４年 12 月  パブリックコメント（～１月中旬） 

令和５年１月 12 日（木） 13 時 30 分～ 第６回策定検討委員会  ビジョン、ＡＰの承認 

令和５年３月  策定 

 

※この策定方針は、今後の策定過程で変更する場合があります。 

担当：安曇野市商工観光スポーツ部 観光課 

TEL 0263-71－2055(直通)  

FAX 0263－72－1340 

E-mail kankokoryu@city.azumino.nagano.jp 



 

第２次安曇野市観光振興ビジョン策定検討委員会  

委員・事務局名簿（敬称略・順不同） 
 

委員名簿 

 団 体 名 ・ 役 職  氏  名 根拠規定 

１ 公募委員 丸山 君恵 １号 

２ 公募委員 加藤 進 １号 

３ 公募委員 仙石 弘子 １号 

４ 
松本大学（総合経営学部観光ホスピタリティ学科） 

学部長 
尻無浜 博幸 ２号 

５ 安曇野市観光協会 副会長 衞藤 悦郎 ３号 

６ 安曇野市タクシー運営協議会 会長 小岩井 清志 ４号 

７ 安曇野市山岳観光推進実行委員会 監事 中村 梢 ４号 

８ 安曇野市観光振興ビジョン有識者会議 副会長 白澤 勇一 ４号 

９ 安曇野市商工会 地域振興課長 中澤 美穂 ５号 

10 あづみ農業協同組合 理事 西山 直美 ５号 

11 東日本旅客鉄道株式会社 長野支社 豊科駅長 青栁 靖決 ５号 

12 国営アルプスあづみの公園 顧問 宮田 弘康 ６号 

 

事務局名簿 

 所 属 ・ 役 職  氏  名  

１ 商工観光スポーツ部 部長 野口 武史  

２ 商工観光スポーツ部 観光課 課長 下里 強  事務局 

３ 商工観光スポーツ部 観光課 観光促進担当 係長 高野 貴史 事務局 

４ 商工観光スポーツ部 観光課 観光促進担当 係長 丸山 一良 事務局 

５ 商工観光スポーツ部 観光課 観光施設担当 係長 由井 太介 事務局 

６ 商工観光スポーツ部 観光課 観光施設担当 係長 小林 健 事務局 

７ 
商工観光スポーツ部 観光課 観光施設担当 

（観光促進担当兼務） 
黒岩 慶太 事務局 

８ 商工観光スポーツ部 観光課 観光促進担当  延本 琉伊 事務局 

 

資料２ 



 

委員プロフィール 

 

 

 
 



 

 
 

 
 

 



 

 

 
 

 



 

 

 
 

 



 

 

安曇野市告示第147号 

 第２次安曇野市観光振興ビジョン策定検討委員会設置要綱を次のように定める。 

 

令和４年３月23日 

 

安曇野市長 太田 寛 

 

   第２次安曇野市観光振興ビジョン策定検討委員会設置要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、将来の市の観光振興の基本方針となる第２次安曇野市観光振興ビジ

ョン（以下「ビジョン」という。）の策定に向けて必要な事項を検討するため、第２次

安曇野市観光振興ビジョン策定検討委員会（以下「委員会」という。）の設置及び運営

について必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 委員会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(１) ビジョンの策定に関すること。 

(２) 前号に掲げるもののほか、ビジョンに関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員12人以内をもって組織し、次に掲げる者又は団体に属する者のう

ちから市長が委嘱する。 

(１) 公募により選考された市民 

(２) 学識経験を有する者 

(３) 安曇野市観光協会 

(４) 観光に関連する団体 

(５) 関係行政機関、団体等 

(６) その他市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱された日から令和５年３月31日までとする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

２ 委員長が必要あると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その意見を聴

き、又は説明を求めることができる。 

資料３ 



 

 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、商工観光スポーツ部観光課において処理する。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会に関して必要な事項は、委員長が別に定め

る。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この告示は、令和４年３月23日から施行する。 

 （失効） 

２ この告示は、令和５年３月31日限り、その効力を失う。 

 （庶務の特例） 

３ 令和４年３月31日までの間、委員会の庶務は、商工観光部観光交流促進課において処

理する。 

 （会議の招集の特例） 

４ この告示の施行の日以後、最初の会議は第６条の規定にかかわらず、市長が招集する。 

 


